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デグサ　環境保護への取り組み
「再生可能資源」のさらなる活用
デグサ（本社：ドイツ、デュッセルドルフ）は、自然から学ぶことのできる多くのことを、これまで以上に広く活用していきます。ウツ ヘルムート・フェルヒト取締役会長は、「今後5年間で、デグサ グループの再生可能資源での売上率を、現在の5パーセントから10パーセント前後まで増加させたいと考えています。原材料コスト次第では、10年以内に20パーセントまでの成長を見込んでいます。」と説明しています。
自然から学び、自然の創造性を活用することは時代を問わず、素晴らしいアイデアを生みだします。たとえば、植物はどういう方法であの高さまで成長できるのか、どのように太陽光エネルギーを蓄えているのか、ということだけでも驚くべきことです。ガソリン価格や灯油価格の高騰を考えれば、植物がエネルギー源や原材料の基盤として注目を浴びているのも当然でしょう。菜種油や大豆から作られた燃料、サトウキビやジャガイモから作られた化学物質、トウモロコシや砂糖大根から作られたプラスチックなど、再生可能資源活用のチャンスは数多くあります。デグサのR&D責任者であるアルフレッド・オーバーホルツ取締役は、「今後数年で、化学業界での再生可能資源の利用研究は、最も重要な研究分野になるでしょう」と強調しています。
特にホワイトバイオテクノロジーは再生可能資源活用の新たな道を開く技術です。ホワイトバイオテクノロジーを重点的に研究するため、デグサは今年1月1日マール（ドイツ）にバイオ科学事業センターを開設しました。2010年までに、同地域でこの分野に5,000万ユーロを投資する予定です。最新の研究所とパイロットプラントで活動する社内研究アシスタントのうち約60名が、天然原料を利用した新たなバイオテクノロジー製品の開発に関して、大学や業界のパートナーと連携しています。デグサは、輸液ソリューションなど人間の臨床栄養だけでなく、家畜飼料に使われるアミノ酸の製造プロセスにもこのような工程を既に使用しています。アミノ酸は医薬品用の特別な成分として機能します。再生可能資源の活用はこれだけではありません。たとえば、精密化学品・中間体ビジネスユニットはバイオディーゼルの製造に必須の触媒（アルコキシド）の供給で世界をリードしています。

ビール醸造の原理がスペシャリティケミカルにも応用

デグサが長年の経験を持つ発酵技術も、今後のバイオテクノロジー製品に関連して重要な役割を担うことになるでしょう。過去20年間、デグサは、現在の飼料添加物ユニットで発酵によるアミノ酸製造に関する研究を行っており、多数の画期的な技術開発につなげています。さらに、発酵プロセスの開発と稼働に関しても、工業規模レベルの幅広い経験を有しています。また、発酵プロセスに関しては、部署の枠を超えたコンピテンスセンターとして、ProFermプロジェクトハウスを2年間運営しています。ProFermのトップを務めるDr. アンドレアス・カラウは「私たちは、食品用と医薬品用のアミノ酸、化粧品用の生体活性物質、濃厚剤、ハイスループットプロセスといった研究分野を構成するスペシャリティケミカルの製造に重点を置いて活動しています」と述べています。
発酵プロセスの場合、生体物質は微生物を利用して、リアクター内で変換されます。一部改変されているとは言うものの、微生物は基本的に天然のままです。実際、このプロセスはビール醸造などに数百年使われてきた方法と同じです。とは言え、プロセスやプロセスに必要な微生物に関しては、常に改善していくことが可能です。 

たとえば、細胞内プロセスに関する新たな発見がバクテリアにつながり、そこから、さまざまな展開が生まれることもあります。その結果、砂糖を複雑で高品質の製品に直接変換できるようになりました。このように、ProFermや飼料添加物ユニットの社員は、すでに新たな種類のバクテリアや発酵プロセスを開発しつつあります。 

生体触媒や酵素は「加速装置」のようなもの
ここでは、必要とされる反応を誘発して適切な方向に誘導する生体触媒や酵素が重要な役割を果たします。酵素は「原料」を最高級の化合物に変換します。そして、特定の遺伝子に変更を加えれば、技術利用にさらに適合したものに改善されます。このような「加速装置」の大部分は、イースト菌、菌類、またはバクテリアで製造されます。たとえば、セルロースバイオマスの廃棄物から砂糖の分子を抽出して活用することもできます。このように抽出された砂糖の分子は発酵プロセスを通じて、アミノ酸、ビタミン、クエン酸や乳酸などの有機酸や植物性エタノールなど、さまざまな製品に変換されます。ハナウ（ドイツ）の生体触媒サービスセンターで活動するデグサの専門家たちは、複数の酵素と必要な共同因子をいわゆる「デザイナー細胞」内に配置して、細胞内で完全な反応システムとして機能させる方法まで開発しています。バイオテクノロジープロジェクトハウスから生まれたこのサービス施設では、デグサ社内だけでなく、社外のお客様も活用できるように、酵素の最適化と製造について研究しています。 

合成という自然の素晴らしい能力を上手に活用する方法も注目を集めています。化石燃料の世界的供給が減少していく中で、さらに注目度は高まると思われます。天然の製造プロセスには、生成物質ごとの廃棄物の量が少ないだけなく、原材料とエネルギー利用量が少ないという特徴があります。これはサスティナブルケミストリーの特徴でもあります。再生可能資源担当コーディネーター、Dr. シュテファン・ノルトホフはこう説明します。「再生可能資源の利用にはコスト削減だけでなく、他の方法では少量しか製造できない物質や、製造が非常に難しい物質を製造できるといった具体的な利点がありますから、あらゆるプロジェクトで利用可能かどうかを体系的に検討しています。」
再生可能資源を原材料として製造されているデグサ製品例
1.　ETBE

有機プロセスに基づいたアンチノック剤

デグサは長年にわたってガソリン燃料用のアンチノック剤（MTBE）を製造しており、環境に配慮した自動車の排出ガス制御装置の利用拡大に大きく貢献しています。2005年、C4ケミストリービジネスユニットは、マールのMTBE製造設備をETBE用に転換しました。ETBEとは「エチル・ターシャリー・ブチル・エーテル」の略で、MTBEとは化学的に近い関係にあります。高オクタン、含酸素燃料であるETBEには再生可能資源を利用して製造できるという利点があります。たとえば、バイオマスとは、EUでは主に穀物を指し、エタノールの基材として利用できますが、ETBEはエタノールを石油精製の副製品（イソブテン）と反応させて製造することができます。C4ケミストリービジネスユニットのビジネス開発のトップDr. トーマス・パナジオティディスが「設備変更により年間25万トンの生産能力が確保できました。これで化石原料の約50パーセントを再生可能資源に置き換えることができます」と説明します。ETBEはガソリンへの添加も容易で、ヨーロッパではガソリンの品質向上に貢献しています。 

ETBE設備の写真は、こちらをご覧ください　：　http://downloads.degussa.com/downloads/en/pictures/nawaro1.html

2.　医薬品用アミノ酸

生命を救う輸液ソリューション

受託合成・触媒ビジネスユニットでは、バイオリアクター用に「アシスタント」を使っています。子会社のレキシムでは、特に製薬業界用のL-アラニン、L-アスパラギン酸、L-トレオニン、L-トリプトファン、L-3-ロイシン、L-メチオニンなどのアミノ酸製造にバイオテクノロジープロセスを利用しています。さらに自社用のL-プロリンや他のアミノ酸を製造するバクテリアの開発も進んでいます。

アミノ酸や関連物質は、静脈内栄養補給が必要な患者に必須の成分を提供する輸液ソリューションに必要です。生命の維持に不可欠で、人が体内で作ることのできないアミノ酸は、必須アミノ酸と呼ばれています。また、医薬品メーカーは、有効成分の出発原料として、アミノ酸をよく利用します。発酵プロセスを利用してアミノ酸を製造する場合は、サッカロースやグルコースなどの砂糖とアンモニアを微生物でL-アミノ酸に変換します。

化粧品業界や食品業界のメーカーなども、このような方法でアミノ酸や派生製品を製造し、シャンプー、クリーム、ローション、スポーツ/フィットネス用栄養補給品などの製造に利用しています。 

医薬品用アミノ酸の写真は、こちらをご覧ください　：http://downloads.degussa.com/downloads/en/pictures/nawaro2.html
3.　飼料添加物用アミノ酸

健康的な家畜飼料、安全な食肉

デグサは家畜栄養に理想的なアミノ酸を製造する最大のメーカーです。メチオニン、リジン、トレオニン、トリプトファンという最も重要な4種類の必須アミノ酸すべてを自社設備で製造できるメーカーは他にありません。リジン、トレオニン、トリプトファンは、発酵プロセスで製造されているため、再生可能資源を利用できます。量の点でも、これらのアミノ酸はデグサにとって最も重要な製品です。L-リジンとL-トレオニンだけでも、それぞれ年間9万トン、3万トンを製造しています。さらに、飼料添加物ユニットはハンガリーのカバへの生産拠点の拡大を目指しており、L-トレオニンの年間生産量はさらに2万トン増加されます。同ビジネスユニットのトップDr. フベルト・ヴェネマーは「この世界的規模の設備で、アミノ酸に対する需要の増加に対応していきます」と説明しています。
アミノ酸には小麦、トウモロコシ、大豆、エンドウ豆などの天然飼料には含まれていないものも存在するため、アミノ酸添加物は大変重要です。添加物の選択利用は飼料の有効活用につながり、動物が排泄する硝酸塩の土壌への蓄積も大幅に減少するため、環境保護にも貢献します。また、天然植物の供給の安全性も保証されます。 

家畜栄養用アミノ酸の写真は、こちらをご覧ください　：http://downloads.degussa.com/downloads/en/pictures/nawaro3.html
4.　肌や髪のためのクレンジング/ケア製品

天然の美しさ

美容に関しても自然から活用できるものがあります。デグサは化粧品業界用の原料、添加物、有効成分の一流メーカーおよび供給業者です。提供する製品には、水の表面張力を抑える界面活性剤も含まれています。界面活性剤は撥水性のある炭化水素の部分と水溶性の部分で構成されています。デグサは天然の生成物を活用するさまざまなプロセスを開発しています。すべての界面活性剤の疎水性の部分と乳化剤の大部分は、ケア サーフェス スペシャリティ ビジネスユニットでココナッツ、パーム核油、大豆、菜種油、ヒマワリ油などの再生可能資源から製造されています。パーソナルケア製品ラインで使用されている天然成分の比率は、約75パーセントに達しています。通常、天然成分は生態系に優しく、生体分解性があり、保存も簡単です。肌や髪のためのクレンジング/ケア製品では「天然」が特に好まれるため、天然成分配合のクレンジング/ケア製品への需要は大きく増加しています。 

クレンジング/ケア製品の界面活性剤の写真は、こちらをご覧ください　：http://downloads.degussa.com/downloads/en/pictures/nawaro4.html
デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約45,000人です。2004年度の年間総売上は112億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は9億6,500万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。





















[image: image4.png]creating essentials



_1145710750.unknown

